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研究成果の概要：本研究では，データマイニング基盤ソフトウェアKGMOD(MUSASHIの後継ソフト

ウェア)の開発を行いインターネット上にて公開した．KGMODの開発においては，マルチスレッド

に対応するなど先進的な技術を取り入れ，CSVテキストの大規模データをより効率的に解析処理

することを可能とした．KGMODはライブラリとして実装されておりスクリプト言語に容易に統合

することができる．KGMODを利用したデータマイニングの応用研究においてもいくつかの成果を

あげている． 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

2007年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 

2008年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

年度    

  年度    

総 計 13,100,000 3,930,000 17,030,000 

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 

キーワード：データマイニング，知識発見，ＭＵＳＡＳＨＩ，ソフトウェア開発 

アルゴリズム 

 

１．研究開始当初の背景 

 

大規模データベースからの知識発見を目的と

したデータマイニング研究は，コンピュータ

サイエンスの分野において技術的側面につい

ての研究は活況を呈している一方で，それら

の技術の産業界への普及という応用の観点か

ら見ると十分な成果があがっているとは言い

がたい．これは，大学で研究開発されたソフ

トウェア技術を統一的に産業界に提供する枠

組みが無いことに一因している．そこで，我々

がこれまでに開発を進めてきた知識発見シス

テムMUSASHIを拡張し，その枠組みを提供する

ことで，データマイニングに関する大学での

優れた研究成果を広く一般に普及させること

が可能になると考えている． 
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２．研究の目的 

 

本申請における研究目的は，我々がこれまで

に開発を進めてきた知識発見システム

MUSASHIを拡張・充実させることにある．その

ために，(1)知識発見の分野の研究者および実

務家が開発してきた知識発見手法のコンピュ

ータへの実装を支援する開発環境を構築し，

(2)また，その開発環境を用いて，新たな知識

発見手法を開発し，その有効性を検証するた

めの事例研究を行う．成果物は期間内に論文

としてまとめていくと同時に，ソフトウェア

として実装し，実企業での利用に耐えうるシ

ステム(KGMOD)として無償で公開する． 

 

 

 

３．研究の方法 

 

(1) 開発環境の構築 

データマイニングアルゴリズムの効率的実装

を考慮し，オブジェクト指向言語C++の採用お

よび先進のアルゴリズムライブラリBOOST 

C++ライブラリを利用して開発を進める．

MUSASHIの大幅な改良を伴う為に名称をKGMOD

と改める．KGMODは単一機能に特化したデータ

処理関数およびマイニング関数の集まりであ

り，CSVテキストの標準入出力を共通インター

フェースとして備えている．これらの関数を

スレッド単位で動作させ，名前付きパイプで

接続することで，柔軟なアプリケーション開

発を可能とする．そしてそれらの関数の呼び

出しは，多様なスクリプト言語からの呼び出

しを可能とする．以上の機能を実現するソフ

トウェア開発を実施する． 

 

(2) 新たな知識発見手法の開発および応用研

究 

二つのデータベースにおいて，いずれかのデ

ータベースに相対的に多頻度なパターンを顕

在パターン(Emerging Patterns)と呼ぶ．そし

て顕在パターンに基づいた分類モデルの構築

手法はCAEP(Classification by Aggregating 

Emerging Patterns)と呼ばれ，高い分類精度

を達成できることがいくつかの研究で報告さ

れている．このCAEPを時系列パターンおよび

分類階層(Taxonomy)を扱えるように拡張し，

KGMODの一つの関数として実装する．さらには，

分類階層の自動構築機能(Indexing機能)を研

究開発する．以上の新たな知識発見手法を用

い，Webログ分析などの応用事例研究を実施す

る． 

 

 

 

４．研究成果 

 

(1) 開発環境の構築 

上述の方法に従いKGMODの開発を行いインタ

ーネット上に公開した

(http://kgmod.jp/kgmod/)．マルチスレッド

化によりMUSASHIと比較して大幅な計算効率

の向上を達成することができた．またKGMOD

ライブラリに登録された個々の関数を呼び出

すコマンド(Mコマンドと呼ぶ)を開発し公開

した．しかしながら，マルチスレッドプログ

ラミングに想定以上の時間を要し，多様なス

クリプト言語への埋め込みについては未完で

はあるが鋭意開発を継続している．KGMODの内

容については国内外の学会において報告した． 

 

(2) 新たな知識発見手法の開発および応用研

究 

顕在パターンに基づいた分類モデルの構築

手法を aprioriアルゴリズムをベースとして

実装し，KGMOD の関数の一部として公開した．

この応用研究として，車両犯罪の発生につい

ての研究を行い興味深い結果を得ることが

できた．さらに時系列と分類階層の機能を追

加実装し，Web ログ分析の応用研究を行った．

この研究によりデータ解析コンペティショ

ン 2006 にて最優秀賞 (http://www.isc.sensh

u-u.ac.jp/~thc0640/dac18.html)，および日

本オペレーションズリサーチ学会事例研究

賞(http://www.orsj.or.jp/aboutUs/award4. 

htm)を受賞し，高い評価を得た．また，分類

階層の自動構築機能についての応用研究と

しては，消費者購買要因データを利用したブ

ランド選好についての研究を実施した．この

研究によりマーケティング分析コンテスト

に て 優 秀 賞 を 受 賞 し (http

://www.sendenkaigi.com/mac/2008/index.h



tml)高い評価を得た．さらには，KGMOD を用

いて食卓・食材データについての分析を行っ

た．この研究によりデータ解析コンペティシ

ョ ン 2008 に て 最 優 秀 賞 を 受 賞 し

(http://www.isc.senshu-u.ac.jp/~thc0640

/dac.html)高い評価を得た． 
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